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シーンインテリジェントオートとは、カメラが自動的に被写体や
撮影場所の状況を認識し、適した設定を行う全自動の撮影モー
ドだ。人物の肌はよりナチュラルな色で描写し、風景などは自
然の緑や空の青がより鮮やかに再現される。はじめてカメラを
手にした人でも、シャッターを切るだけで美しい写真を撮るこ
とが出来る。

04
 シーンインテリジェントオート  シャッターボタン  タッチシャッター

POINT
・シーンインテリジェントオートはカメラが全自動で設定を行う。
・シャッターボタンを使用すると、安定してシャッターを切れる。
・タッチシャッターを使用すると、直感的にシャッターを切れる。

カメラまかせで
撮影してみよう

シーンインテリジェントオートに設定する1

シャッターボタンで撮る2

 操作手順 

モードスイッチを
動かして、シーンイ
ンテリジェントオー
ト（ ）のアイコン
を印に合わせる。

 表示画面 

まずはシャッターボタンを使って撮影してみよう。液晶モニターを
見ながら構図（→P. 137）と画角（→P. 86）を決めたらシャッター
ボタンを押す。カメラを両手で支えた状態なので、安定して撮影出
来る。

タッチシャッターで撮る3
タッチシャッターの魅力は、直感的に撮影出来るところだ。シャ
ッターボタンでの撮影と同様に、構図と画角を決めたらピントを
合わせたい位置をタッチするだけでシャッターが切れる。ピント
合わせと撮影を同時に出来るので、急なシャッターチャンスでも
逃しにくい。

1  シーンのアイコン
カメラが判別したシーンを示すア
イコンが表示される。

2  撮影可能枚数

3  撮影可能時間

静止画の撮影可能枚数は［］内に、
［］の外には連続撮影可能枚数が
表示される。

動画の撮影可能時間が表示され
る。

 操作手順 
モニター左下のアイコンをタッチして か
ら に変えると、タッチシャッターすること
が出来る。

 操作手順 

液晶モニターを見ながら構図や画角を決め
て、シャッターボタンを半押しする。

シャッターボタンを半押してピントが合うと電子音
が鳴り、AFフレーム（→P.37）が表示される。さ
らにシャッターを押し込むと撮影出来る。

1 2

2 31
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01
 ピント

ピントの役割を
理解しよう

ピントを合わせる︵フォーカスを合わせる︶とは、写真を撮る時
に撮影者が主役にしたいと思った被写体をくっきりと写すこと
をいう。何にピントを合わせるかは、主役が何なのか、何を見
せたいのかを、見る側に明確に伝える一番のポイントとなる。
前後のボケ感との組み合わせで主役を引き立てることも出来る。

ピントについて理解する1

ピントの位置を調整する2
同じシーンを撮る時も、ピントをどこに合わせるか︵主役を何
にするか︶で写真全体の印象を変えることが出来る。手前にピ
ントを合わせて奥にあるものを大きくぼかすと、画面上に奥行
き感を表現出来る。奥にあるものにピントを合わせ、手前をぼ
かすと遠近感を感じやすくなる。

POINT
・	ピントを合わせる位置によって写真の主役が決まる。
・	ピントの位置を調整することで写真の印象を変えられる。

手前の絵馬にピントを合わせる
ことで、書かれた文字や招き猫
の絵の特徴を捉えた。

手前の人形にピントを合わせて、奥の人形を大き
くぼかすことで、奥行きを感じることが出来る。

奥の絵馬にピントを合わせるこ
とで、たくさんの絵馬が奉納さ
れている状況を説明した。

一番奥の人形にピントを合わせると、手前の人形
の存在によって、ピントを合わせた人形と撮影者
の距離が伝わりやすくなる。

	手前の絵馬が主役	

	ピントの位置が手前	

	奥の絵馬が主役	

	ピントの位置が奥	

2
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02
 オートフォーカス（AF）  マニュアルフォーカス（MF）

フォーカスモードを
知ろう

ピント合わせの方法はフォーカスモードという。フォーカスモ
ードには、カメラが自動でピントを合わせてくれるオートフォ
ーカス（ AF）と、撮影者が手動でピントを合わせるマニュアル
フォーカス（ MF）の2種類がある。また、AFにはワンショッ
トAF（ ONE SHOT）とサーボAF（ SERVO）の2種類の動作

（→P. 36）があるので、個々の特徴を踏まえながら、撮影した
いシーンや被写体によって使い分けよう。

フォーカスモードの種類と特徴を知る1

オートフォーカス（AF）とは2

POINT
・	AFはカメラが自動でピントを合わせてくれる。
・	MFはAFではピント合わせが難しい場合に、	 手動でピント
	 を合わせられる。

AF シャッターを半押しにするとカメラが自動的にピントを合わせてくれる。
動きのある被写体や瞬時に撮影するスナップにはAFが有効。

MF 自動でフォーカスリングを回してピントを合わせる。マクロ撮影や暗いと
ころ、陰影が少ない被写体などAFでピントが合いにくい時に有効。

	操作手順	

静止画モードの状態で、MENUボタンを
押してメニュー画面を開く。［ 6］から

「フォーカスモード」の項目を選択し、 ボ
タンを押す。

▲／▼ボタンでフォーカスモードを選択し、
ボタンを押す。

1 2

オートフォーカスとは、シャッターボタンを半押し︵もしくは液
晶モニターをタッチ︶するだけで、カメラが自動でピントを合わ
せてくれる機能のことだ。ピント合わせをカメラが素早く行って
くれるため、突然出会った被写体などを写したい時に活躍する。
街中でのスナップや、子供、動物を撮る時もAFがおすすめだ。

横断歩道を渡る家族を撮影。手前に
植木がありピント合わせが難しい条件
だったが、素早く人物にピントを合わせ
ることが出来た。

かすみ草の小さな花にピントが合わせ
づらかったので、MFに切り替えて撮
影。意図した一輪にピントを合わせられ
た。

	AFに適した被写体	

	MFに適した被写体	

マニュアルフォーカス（MF）とは3
小さかったり、細かいものの意図したポイントにピントを合わせ
たい時は、自分でピントの位置を調節出来るマニュアルフォーカ
スが適している。花などをマクロレンズ（→P.98）で撮影する時な
どもMFが向いている。また、暗いところや同系色の被写体の中
でAFのピントが合いにくい場合も、MFに切り替えて撮影しよう。
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05
 瞳AF

フレーミング内に人物の顔が入ると、瞳の部分を検知して自動
でピントを合わせてくれる。一度検知すると被写体が動いても
動きを追いながらピントを合わせ続けてくれるので、子供など
動きの速い被写体もシャッターチャンスに集中出来る。

POINT

・	瞳AFとは人物の瞳を検知して自動でピントを合わせる機能
のこと。
・	瞳AFとサーボAFを組み合わせることで、動いている人の
表情も逃さずに撮影出来る。

瞳AFでピントを
合わせよう

瞳AFとは、カメラが人の目を検知してピントを合わせてくれる
機能のこと。EOS M200の瞳AFはサーボAFにも対応している
ので、ピントはカメラに任せて、被写体の表情に集中して撮影を
することが出来る。AF方式が （顔）＋追尾優先AF以外に設定
している際は機能しないので、使用する時は設定を確認しよう。

瞳AFを設定する1

瞳AFで撮影する2

	操作手順	

静止画モードの状態で、MENUボタンを押して
メニュー画面を開く。［ 6］から「AF方式」の
項目を選択し、 ボタンを押す。

MENUボタンを押してメニュー画面を開く。
［ 6］から「瞳AF」の項目を選択し、 ボタ
ンを押す。

◀／▶ボタンで （顔）＋追尾優先AFを選択
し、 ボタンを押す。

▲／▼ボタンで「しない」から「する」を選択
し、 ボタンを押す。

1

3

2

4

レンズ  EF-M15-45mm F3.5-6.3 IS STM　
モード  シャッター優先AE 　焦点距離 17mm　
絞り  F3.5　シャッター速度 1/640秒　 ISO  6400　
WB  オート

ボールプールの中ではしゃぐ子供を撮
影。前後に体を揺らしていて、動きを追
うのが大変だったが、瞳AFが瞳にピント
を合わせ続けてくれたおかげで構図に
集中出来た。
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01
 露出  絞り  シャッター速度

露出について知ろう

デジタルカメラは、被写体に反射した光を撮像素子（イメージセン
サー）で取り込み、画像処理エンジンによって画像として記録して
いる。この時の光の量を露出といい、レンズに搭載された絞り羽
の開き具合（絞り値）と、カメラのシャッター幕を開閉する速度（シ
ャッター速度）によって調整する。絞り値とシャッター速度の組
み合わせによって、写真の明るさや被写体の描写をコントロール
することが写真表現の基本だ。この仕組みを理解することで、思
い描いたイメージを写真に反映することができ、撮影がさらに楽
しくなる。EOS M200は、シーンインテリジェントオートとPモ
ード（プログラムAE）以外の撮影モード（→P.48- 49）で、露出や
描写を自分でコントロールすることが出来る。

写真の明るさを意味する露出1

絞りの主な、役割はレンズを通る光の量をコントロールすること。
それぞれのレンズの中にある絞り羽の開き具合を数値化したもの
を絞り値といい、F○○と表記する。光量の調節のほかに、ピン
トの合う範囲を調節する役割もあり、F値が小さいほど、ピント
を合わせた位置の前後は大きくボケて、F値が大きいと画面奥か
ら手前までしっかりピントを合わせられる。

絞りを理解する2

シャッター速度とは、カメラ内部のシャッター幕を開閉するスピ
ードを表し、写真を適切な明るさでコントロールするほかに、被
写体の動きを表現する役割がある。シャッター速度が速いとシャ
ッター幕の開いている時間（露光）が短くなり、写真は暗く、動
きの速い被写体を止めて写すことが出来る。逆にシャッター速度
が遅いと露光時間が長くなるため写真は明るく、被写体はブレて
描写される。

シャッター速度を理解する3

F2.8 F11

閉開 絞り

F値 大小

画像の明るさ明 暗

遅

明

１/10秒 速

暗

1/1250秒

左からF2.8、F5.6、F11で撮影。 F値が大きいと光量が少なくなり、画面が暗くなる。また、F値が小
さい方が前後のボケも少ない。※シャッター速度、ISO感度は固定。

左から1/10、1/60、1/1250で撮影。シャッター速度が遅くなればなるほど画面が明るくなり、被
写体ブレが大きくなる。※絞り、ISO感度は固定。

被写体に反射した光がレンズを通して
イメージセンサーに当たり、画像処理エ
ンジンによって画像として記録される。

	写真が写る仕組み	

シャッタースピード

画像の明るさ

3
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03
 プログラムAE  AEロック  プログラムシフト

プログラムAEで
撮影しよう

被写体を取り巻く明るさに応じてカメラが絞りとシャッター速度
を自動で設定してくれるプログラムAE（ P）モードは、露出をカ
メラにまかせることで撮影に集中出来るため、初心者におすすめ
の撮影モードだ。ほかにも、とっさのシャッターチャンスに出会
うことの多いスナップ撮影でも活躍する。

スナップ向きのPモード1

ピントを合わせて露出を決定した後にカメラを動かしたりすると、
せっかく決めた露出が変化して明るさが変わってしまうことがあ
る。また、画面上で強い光に照らされた場所と暗い影が混在する
ような明暗差の大きなシーンも注意が必要だ。そんな時はAEロ
ックを使い、メインの被写体に露出を固定すれば構図を変えても
露出が変わることなく撮影出来る。

明るさ（露出）を固定する2

プログラムシフトとは、Pモード撮影時にシャッターボタンを半押
ししてカメラが露出を決定した後に、絞りとシャッター速度の組
み合わせを変えられる機能のこと。明るさは固定したまま、被写
体の動きや背景のボケ感をコントロールしたい時に活用出来る。

プログラムシフトで撮る3

・プログラムAE（P）は、露出をカメラまかせに出来るので
	 初心者向きの撮影モード。
・	AEロックやプログラムシフトで露出や描写を自分でコント
ロールすることも出来る。

	操作手順	

モードスイッ
チを動かして

の ア イコ
ンを印に合わ
せ、画面左上
のアイコンを
タッチする。

P（プログラ
ムAE）を選択
し、 ボタン
を押す。

1 2

	操作手順	
露出を固定したい被写体にカメ
ラを向けて◀ボタンを押す。画
面左下に マークが表示される。
カメラを動かしても露出は変わら
ないので、自由に構図を決めて
シャッターを切る。

	操作手順	

露出を固定したい被写体にカメラを向けて
◀ボタンを押す。画面左下に マークが表示
される。

設定したいシャッター速度、もしくは絞り値に
なるまで電子ダイヤルを回す。

1 2

3
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小走りに通り過
ぎる親子が、洋
服 に 描 か れ た
猫の視線の先に
くるタイミング
を狙ってシャッ
ターを切った。
露出を気にせず
シャッターチャ
ンスに集中出来
るのがPモード
の利点だ。

レンズ  EF-M32mm F1.4 STM　 モード  プログラムAE　焦点距離 32mm　
絞り  F3.5　シャッター速度 1/100秒　 ISO  400　 WB  オート　露出補正 −1/3
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07
 ISO感度

ISO感度について
知ろう

ISO感度とは、カメラの撮像素子︵イメージセンサー ︶が感じら
れる光の量を数値化したもの。EOS M200の常用感度は100 ～
25600。ISO感度が高ければわずかな光でも感じ取ってくれるが、
上げすぎるとノイズが発生しザラザラとした印象になってしまう
ので状況に応じた適切な感度を選ぶようにしよう。

ISO感度とは1

ISO感度は上げすぎるとノイズが発生しザラついた印象になって
しまう。手持ち撮影の場合に自分が手ブレしないシャッター速
度を把握することで、撮影シーンに応じたISO感度の目安も立
てやすくなるだろう。日中の屋外ならISO 400程度、室内なら
ISO 1600ぐらいは必要になることが多いが、状況によっては
より高感度が必要になる場合もある。

撮影シーンに応じたISO感度の目安2

・	ISO感度とは、カメラの撮像素子が感じる光の量を数値化
	 したもの。
・	ISO感度を上げすぎるとノイズが発生する恐れがあるので
	 気をつけよう。

ライトアップされた建物をISO100
で撮影。シャッター速度が遅く、手
持ちではブレてしまった。

ISOを8000まで上げたことで、手持ちでもブレずに撮影出来た。

2

画面右下のISOのアイコンをタッチする。 ISO感度の設定バーが表示される。◀／▶ボ
タンで値を変更して、 ボタンを押す。

1

	操作手順	

	ISO感度の目安	

AUTO 撮影モードと撮影シーンに応じて自動でISO感度が設定さ
れる。

ISO100～200 晴天の屋外での撮影に適した数値。

ISO250～800 曇天の屋外や夕方、室内など、やや暗い場所での撮影に
適している。

ISO1000～12800 夜景や暗い室内などの撮影に適している。ただし、数値を
大きくするほどノイズが発生しやすくなる。

	ISO100	

晴れた日中の屋外ならISO100で十分。ただ
し、絞りを絞り込んだり、動きの速い被写体の
一瞬を止めたい時は感度を上げる場合もあ
る。

ISO12800	

暗くなって、三脚を持っていない場合はISO感
度を上げることで手ブレを防ぐことが出来る
が、上げすぎるとノイズが出やすくなるので注
意が必要。

レンズ  EF-M55-200mm F4.5-6.3 IS STM
モード  絞り優先AE　焦点距離 55mm　 絞り  F4.5　

シャッター速度 1/25秒　 ISO  8000　 WB  オート

3
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08
 ホワイトバランス  露出補正 

被写体の色味や明るさを
コントロールしよう

写真では光の持つ色の性質によって目で見た通りの色合いに写ら
ないことがある。そんな時に色合いを調整するのに、活用する
のがホワイトバランスという機能だ。光の種類に応じて設定され
ている太陽光や白熱電球といったホワイトバランスを選ぶことで、
白いものを白く写るようにカメラが色味を補正してくれるが、あ
えて特定の色味を強調するのに使う場合もある。

ホワイトバランスで色味を補正する1

被写体の色や周囲の明るさによって、被写体の露出が明るかっ
たり暗かったりと変化してしまう場合がある。そんな時は自分
の求める明るさを調整するために露出補正という機能を使って
みよう。露出をプラス側に上げれば暗くなった部分を明るくす
ることが出来る。反対にマイナス側にすれば影の部分などが暗
く落ち、明暗差がより際立つ。

露出補正で明るさを調整する2

・	ホワイトバランスとは、白いものを白く写すためにカメラが
色味を補正してくれる機能。
・	カメラが決めた露出が適正露出にならない場合は、露出補正
をして思い通りの明るさに調整する。

	操作手順	

ボタンを押してクイック設定画面
を開く。

1

▲／▼ボタンで「ホワイトバランス」の項目を選択し、◀
／▶ボタンでホワイトバランスを選んで ボタンを押す。

2

オートで撮影すると、暖色系の電
球に照らされた空の色が少しくす
んだ印象になった。

ホワイトバランスを「白熱電球」にするとライトアップの色合い
がよりクリアになり、空の青さも際立った。

	±0	

夕日に照らされてできた影がかわいらしかったの
で部屋の雰囲気も入れつつ撮影。

	＋1補正	

プラス補正すると壁の白さがより際立つのと、陰
になっていた左側の小物の存在感が出てきた。

	－1補正	
マイナス補正すると陰になっている部分がより暗
くなり、光の当たっている壁の存在感が際立った。

	操作手順	
▲ボタンを押
し、露 出レベ
ル表示に
を合わせる。

電 子ダイヤル
を回して、モニ
ターを見ながら
明るさを調 整
する。

21レンズ  EF-M15-45mm F3.5-6.3 IS STM
モード  マニュアル　焦点距離 29mm　 絞り  F22　

シャッター速度 40秒　 ISO  400　 WB  白熱電球

3
CHAP.

露
出
を
理
解
し
て
描
写
に
生
か
そ
う
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05
 望遠ズームレンズ  圧縮効果

望遠ズームレンズを
使おう 望遠ズームは焦点距離が長くなる分、ピントの合う範囲が狭く

なる。そのため、標準ズームと同じF値でも望遠ズームの方が
ボケの描写が大きくなる。ただし、標準レンズに比べて手ブレ
をしやすいのでピントを合わせる時からしっかりカメラを構え
て撮影しよう。

豊かなボケ味を生かす2

遠くの被写体を大きく写すことが出来る望遠ズーム。遠くの建物
や動物など、被写体に近付いての撮影ができないシーンで活躍し
てくれる。被写体を大きく写すだけでなく、絞り開放時の大きな
ボケや被写体の前後の空間を実際より近付けて見せる圧縮効果な
ど、望遠ズームならではの描写を生かして、より印象的な写真を
撮ってみよう。

望遠ズームレンズについて知る1

POINT
・	望遠ズームレンズは遠くの被写体を大きく写すことが出来る。
・被写界深度が浅くなるため、大きなボケを写し込める。
・遠くの被写体を近くに引き寄せる圧縮効果によって迫力が出る。

望遠ズームの特徴である圧縮効果とは、近くの被写体と遠くの
被写体の距離が実際より近く見えるように写る効果のこと。焦
点距離が長いほど、またメインの被写体と前後の被写体の距離が
離れているほど、この効果は大きくなる。

圧縮効果を楽しむ3
焦点距離 55-200mm 

（35mm判換算89-323mm相当）
最短撮影距離 1m
最大撮影倍率 0.21倍
質量 約260g
希望小売価格 49,000円（税別）

EF-M55-200mm F4.5-6.3 IS STM

レンズ  EF-M55-200mm F4.5-6.3 IS STM
モード  絞り優先AE　焦点距離 100mm
絞り  F5　シャッター速度 1/200秒　
ISO  125　 WB  オート

露出補正 ＋1

レンズ  EF-M55-200mm F4.5-6.3 IS STM
モード  絞り優先AE　焦点距離 135mm
絞り  F5.6　シャッター速度 1/320秒　
ISO  640　 WB  オート

露出補正 ＋1

色とりどりのチューリップを撮影。手前の
チューリップをぼかすことで、写真に奥行き
感をプラスした。

レンズの圧縮効果で、画面いっぱいをカラフ
ルなチューリップで埋め尽くした。

5
CHAP.

交
換
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を
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う

展望台から3つ先の駅にあるビルを撮影。レンズの効果で遠くの街並みもギュッと近寄って見える。

レンズ  EF-M55-200mm F4.5-6.3 IS STM　 モード  絞り優先AE　焦点距離 200mm　
絞り  F6.3　シャッター速度 1/640秒　 ISO  100　 WB  オート　露出補正 ＋1
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02
 ハイアングル  ローアングル

街スナップに挑戦しよう

同じ被写体でも、アングルを変えることで違った印象になる。街
中で写真を撮る時は目線の高さでカメラを構えることが多いが、
上から見下ろすハイアングル、下から見上げるローアングルを使
い分けてみよう。目の前の被写体をどのように切り取るのがいい
のか、いろいろなアングルを試すことで、自分らしい街スナップ
を楽しもう。

1 さまざまなアングルから撮る

2 光と影に注目する

刻一刻と変わる光を楽しむ
ことも街スナップの醍醐味の
一つ。夏の強い光や、夕方の
あたたかな色味の中の長い
影を観察してみよう。季節や
時間によって変化する影に
注目すると、思いがけない発
見があるかもしれない。

POINT

・	同じ被写体でも、アングルを変えることで違った印象を
	 与えることが出来る。
・	光や影は季節や時間によって変化する。
・	映り込みを撮る時は、カメラを構える角度や距離によって
	 映り込み具合が変わるので、映り方を確認しながら撮影する。

レンズ  
EF-M28mm F3.5 マクロ IS STM　

モード  絞り優先AE　
焦点距離 28mm　 絞り  F3.5　
シャッター速度 1/80秒　 ISO  1600

WB  オート

レンズ  
EF-M22mm F2 STM　

モード  絞り優先AE　
焦点距離 22mm　 絞り  F2　
シャッター速度 1/125秒　 ISO  100

WB  オート

植木鉢に飾られたフクロウのオブ
ジェをハイアングルから撮影。高い
木の枝にフクロウが止まっているよ
うな雰囲気を演出した。

お店の入り口のシーサーの置物を
ローアングルで撮影。地面ギリギリ
までカメラを下げ、シーサーを正面
から捉えたことでシーサーの目力が
際立った。

レンズ  EF-M15-45mm F3.5-6.3 IS STM　 モード  プログラムAE　焦点距離 30mm　 絞り  F5
シャッター速度 1/200秒　 ISO  100　 WB  オート　露出補正 ＋2/3

レンズ  EF-M11-22mm F4-5.6 IS STM　
モード  絞り優先AE　焦点距離 11mm　 絞り  F4

シャッター速度 1/80秒　 ISO  640　 WB  白熱電球
露出補正 ＋1/3

夕日に照らされた道路標識の影が壁にくっきり浮かび
上がっていた。実物を写さなくても影だけで標識の存
在感を表現出来た。

水たまりに映る招き猫たちを撮影。ホワイトバランスを
「白熱電球」にして水のイメージを強調した。

3 映り込みの世界を切り取る

街中のショーウィンドウに映
るまわりの景色や水たまり
の映り込みなど、現実にあ
る風景をガラスや水を通して
見ると、どこか別の世界を
覗き見ているような気持ち
になる。映り込みを撮る時は、
カメラを構える角度や距離に
よって映り込み具合が変わ
るので、映り方を確認しなが
ら撮影してみよう。

6
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